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　神田明神（現、神田神社）は本郷台地の縁にあり東に開けて

いたので、愛宕山と並んで、江戸の町を見晴らす展望台でもあ

った。世界は日の出を待っている。「曙之景」という題名にその

瞬間が暗示されている。荘厳さを感じさせるのは、その瞬間の

ためだけではない。これは新年の「若水汲み」ではないかと指

摘したのは、神田神社の清水祥彦権禰宜である。そして新年の

若水汲みは命の甦りである。�

　『名所江戸百景』が地震から復興する、あるいは新生する名所

を描いた企画であるという自説を加味すると、若水汲みという

図像によって地震からの町の甦り、すなわち復興を描いたとい

う絵解きが可能になる。改印の月である安政4年（1857）9月
には神田明神の隔年の祭が挙行されている。それをきっかけに

この場所が選ばれた。ただし、神職、巫女、仕丁が待ち望む、

朝日の昇る辺りは、中央の木で巧妙に隠されている。地震から

約2年、闇に沈む世界は、日の出（つまり江戸の町の完全復活）
を待っているのか。�

　では、この場所は境内のどこであるか。神社が所蔵する、境

内を描いた肉筆画や広重自身の錦絵によって、御社殿の前に3
本の木と末広稲荷社（絵の右端の赤い建物）があるのが確認で

きる。したがって、現在の建物の配置からは想像できないが、

御社殿の前あたりから南東側を見た光景ということになる。�

　図像の解明はCOEのテーマであるが、摺りにも注目されたい。
ぼかしが各所に美しく散らされ、巫女と仕丁の白衣には布目摺

りが使われている。題名を記す色紙型関防も、絵の配色と同じ

仕様に仕上げている凝りようである。�
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